
２００７．　．　（　） １ ２１２ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

　

脂
肪
肝
と
は
、
肝
臓
の
細
胞
に
脂
肪

滴
が
沈
着
し
て
肝
機
能
障
害
を
起
こ
す

病
気
で
、
そ
の
原
因
は
過
度
の
飲
酒
、

い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
（
肥
満
、
高
脂

血
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
）
、
高
度
の

栄
養
障
害
、
下
垂
体
機
能
不
全
、
妊

娠
、
原
因
不
明
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。

　

脂
肪
肝
に
は
、
過
度
な
飲
酒
で
生

じ
、
最
終
的
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬

変
へ
と
進
展
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪

肝
と
、
飲
酒
に
無
関
係
に
起
こ
る
脂
肪

肝
が
あ
り
、
こ
れ
を
非
ア
ル
コ
ー
ル
性

脂
肪
肝
と
い
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝

は
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
の
原
因
と
は
な

ら
な
い
予
後
の
良
い
疾
患
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年

の
研
究
に
よ
っ
て
、
非
ア
ル
コ
ー
ル
性

脂
肪
肝
の
一
部
で
肝

臓
の
線
維
化
が
進

み
、
肝
硬
変
に
な
っ

た
り
、
肝
臓
が
ん
の

発
生
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
解
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂

肪
肝
に
炎
症
が
起
こ

り
線
維
化
を
伴
っ
た

状
態
を
、
非
ア
ル
コ

ー
ル
性
脂
肪
性
肝
障

害
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
と
呼
び
ま
す
。

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
診
断
は
、
肝
生
検
と
い

っ
て
肝
臓
の
一
部
を
採
取
し
て
肝
炎
の

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
現
段
階
で
は
、
血
液
検
査
や
画
像
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
が
行

な
っ
て
い
る
青
年
海
外
協
力
隊
（
平
成

　

年
度
第
２
次
隊
）
に
市
内
に
お
住
ま

１８い
の
村
田
あ
さ
み
さ
ん
と
古
宇
田
亜
由

美
さ
ん
の
派
遣
が
決
ま
り
、
報
告
の
た

め
昨
年　

月　

日
に
市
役
所
を
訪
れ
ま

１２

１８

し
た
。

　

村
田
さ
ん
は
体
育
教
師
が
不
足
し
て

い
る
ブ
ー
タ
ン
の
学
校
で
、
日
本
の
幼

稚
園
年
長
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
に
あ

た
る
生
徒
を
対
象
に
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

指
導
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
教
育
省
や
教

員
養
成
校
と
連
携
し
な
が
ら
体
育
授
業

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
な
ど
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
予
定
で
す
。

　

古
宇
田
さ
ん
は
モ
ン
ゴ
ル
の
中
等
教

育
機
関
に
派
遣
さ
れ
、
８
歳
か
ら　

歳
１８

の
生
徒
を
対
象
に
日
本
語
教
育
に
従
事

し
ま
す
。
ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成

の
助
言
や
同
僚
の
モ
ン
ゴ
ル
人
教
員
へ

日
本
語
教
授
法
の
指
導
な
ど
を
す
る
予

定
で
す
。

　

市
長
か
ら
の
激
励
を
受
け
た
村
田
さ

ん
は
「
ス
ポ
ー
ツ
や
体
育
の
楽
し
さ
、

す
ば
ら
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て

い
き
た
い
」
と
、
ま
た
古
宇
田
さ
ん
は

「
日
本
語
を
通
じ
日
本
を
知
っ
て
も
ら

い
、
興
味
を
持
っ
て
日
本
に
来
た
い
と

思
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

診
断
の
み
で
は
、
通
常
の
脂
肪
肝
と
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｈ
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
脂
肪
肝
障
害
が
進
行
し

て
く
る
と
、
線
維
化
マ
ー
カ
ー
（
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
、
Ｉ
Ｖ
型
コ
ラ
ー
ゲ
ン
）
の

上
昇
や
、
血
小
板
・

コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー

ゼ
の
低
下
、
プ
ロ
ト

ロ
ン
ビ
ン
時
間
延
長

な
ど
、
肝
臓
の
線
維

化
や
肝
臓
機
能
の
低

下
を
示
唆
す
る
異
常

が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
通
常

の
脂
肪
肝
の
み
で
は

こ
れ
ら
の
変
化
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
ら
の
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
が
進
行
し
て
き
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
特
有
の
治
療
法
は
ま
だ

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
食
生
活
や
有

酸
素
運
動
な
ど
日
常
生
活
の
改
善
に
よ

る
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
薬
物
療
法

（
肝
庇
護
剤
、
坑
高
脂
血
症
薬
、
糖
尿

病
治
療
薬
）
に
よ
っ
て
肝
機
能
障
害
が

改
善
し
、
組
織
学
的
に
も
線
維
化
が
改

善
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

従
来
肝
機
能
障
害
の
主
た
る
原
因
で

あ
っ
た
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
診
断
、

治
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
肝
硬
変
や
肝

臓
が
ん
に
な
る
頻
度
は
今
後
減
少
し
て

ゆ
く
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
一
方

で
、
飽
食
や
運
動
不
足
の
現
代
、
生
活

習
慣
病
に
起
因
す
る
脂
肪
肝
の
頻
度
は

増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
脂
肪
肝
か
ら
脂
肪
性
肝
障
害
、
肝

硬
変
、
肝
臓
が
ん
へ
の
進
展
頻
度
が
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
し
て
も
、
全
体
の

　

〜　

％
が
脂
肪
肝
と
い
う
こ
と
に
な

２０

３０

る
と
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
起
因
し
た
肝
硬

変
、
肝
臓
が
ん
の
発
生
数
も
相
当
な
も

の
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
動
向

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

昨
年
秋
、
東
京
都
乳
牛
共
進
会
が
開

催
さ
れ
、
市
内
の
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん

が
出
品
し
た
乳
牛
が
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
な

成
績
を
収
め
、
そ
の
報
告
に
市
役
所
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
共
進
会
は
毎
年
行
な
わ
れ
る
も

の
で
都
内
の
乳
牛
の
優
秀
さ
を
競
う
も

の
で
す
。入

賞
結
果
（
敬
称
略
）

特
別
賞

　

農
林
水
産
大
臣
賞
・
東
京
都
知
事
賞

（
３
歳
未
満
）
＝
北
島
隆

　

共
進
会
実
行
委
員
会
会
長
賞
（
８
か

月
以
上　

か
月
未
満
）
＝
北
島
隆

１２

優
等
賞

　

１
席
＝
北
島
隆
・
加
藤
雅
孝
・
萩
原

隆
二

　

２
席
＝
北
島
隆

一
等
賞

　

１
席
＝
中
島
義
雄

　

２
席
＝
細
野
修
一

中
央
畜
産
会
会
長
賞
（
ベ
ス
ト
ア
ダ
ー

賞
）
＝
北
島
隆

牛
群
検
定
組
合
長
賞
（
ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
賞
）
＝
細
野
修
一

　

町
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
食
生
活
の
安
全
性
に

対
す
る
不
安
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た

め
に
、
年
１
回
、
１
種
類
の
野
菜
や
果

物
な
ど
を
取
り
上
げ
、
食
品
中
に
含
ま

れ
る
残
留
農
薬
に
つ
い
て
、
検
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

５
月　

日
か
ら
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

２９

ト
制
度
」
（
※
１
）
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
従
来
、
残
留
基
準
が
な
く
、
規
制

の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
農
薬
等
に
は

一
律
基
準
値
が
設
定
さ
れ
、
基
準
値
を

超
え
て
残
留
す
る
場
合
は
そ
の
食
品
の

販
売
等
が
禁
止
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
輸
入
食
品
等
を
含
め
て
い
く
ぶ
ん

不
安
は
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
規
制
効
果

を
見
る
た
め
に
、
検
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
年
間
を
通
じ
て
よ
く
利
用

さ
れ
る
「
キ
ャ
ベ
ツ
」
を
取
り
上
げ
、

栽
培
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
４
項
目
の
農

薬
に
つ
い
て
、
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

農
薬
の
種
類

（
殺
菌
剤
）

①
ク
ロ
ロ
タ
ロ
ニ
ル

②
マ
ン
ゼ
ブ
（
※
２
）

（
殺
虫
剤
）

③
ジ
ク
ロ
ル
ボ
ス

④
マ
ラ
チ
オ
ン

購
入
場
所
（
市
内
）

Ａ　

ス
ー
パ
ー
（
岩
手
県
産
）

Ｂ　

デ
パ
ー
ト
（
群
馬
県
産
）

Ｃ　

小
売
店
（
群
馬
県
産
）　
　
　
　

　

キ
ャ
ベ
ツ
を
各
１
店
、
各
１
玉
ず
つ

（
検
査
必
要
量
２
０
０
グ
ラ
ム
以
上
）

購
入
し
ま
し
た
。

検
査
結
果

　

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
検
体
の
残
留
農
薬
検
査

の
結
果
は
、
い
ず
れ
も
「
検
出
せ
ず
」

で
し
た
（
下
表
参
照
）
。

　

検
査
結
果
で
は
、
今
回
は
、
検
出
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
消
費
者
の
立
場

か
ら
、
今
後
も
運
用
を
見
守
っ
て
い

き
、
日
常
生
活
の
中
で
は
、
農
薬
の
摂

取
を
少
な
く
す
る
努
力
を
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

☆
残
留
農
薬
を
減
ら
す
工
夫
（
野
菜
）

　

「
水
洗
い
」
「
皮
む
き
」
「
ゆ
で

る
」
「
揚
げ
る
」
「
酢
洗
い
」
「
板
ず

り
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
食
品
に
適
し
た

方
法
で
調
理
す
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。

※
１　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
と
は

　

原
則
す
べ
て
の
農
薬
等
に
つ
い
て
残

留
基
準
（
一
律
基
準
を
含
む
）
を
設
定

し
、
基
準
を
超
え
て
食
品
に
残
留
す
る

場
合
、
そ
の
食
品
の
販
売
等
の
禁
止
を

行
う
制
度
。
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り

従
来
設
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
主
に

輸
入
食
品
・
加
工
食
品
・
動
物
医
薬
品

・
飼
料
添
加
物
等
に
も
適
用
範
囲
は
広

が
り
ま
し
た
。

※
２　

マ
ン
ゼ
ブ
は
、
カ
ル
バ
メ
ー
ト

系
農
薬
の
一
種
で
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
場

合
、
残
留
基
準
値
は
、
ジ
チ
オ
カ
ル
バ

メ
ー
ト
系
農
薬
の
合
計
で
す
。

　

財
団
法
人
住
宅
生
産
振
興
財
団
が
主

催
す
る
第
２
回
「
住
ま
い
の
ま
ち
な
み

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
三
輪
緑
山
住
宅
の
三

輪
緑
山
管
理
組
合
が
国
土
交
通
大
臣
賞

を
受
賞
し
、
市
役
所
に
報
告
に
訪
れ
ま

し
た
。

　

「
住
ま
い
の
ま
ち
な
み
コ
ン
ク
ー

ル
」
は
、
住
民
や
住
民
組
織
に
よ
る
住

環
境
の
維
持
管
理
活
動
が
重
要
に
な
る

中
、
実
績
を
挙
げ
て
い
る
住
民
組
織
を

ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
表
彰
す

る
も
の
で
す
。
今
回
受
賞
し
た
三
輪
緑

山
管
理
組
合
で
は
、
道
路
面
に
設
置
さ

れ
た
サ
ツ
キ
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
維

持
管
理
や
、
テ
レ
ビ
の
共
視
聴
施
設
を

設
置
し
て
ア
ン
テ
ナ
の
な
い
ま
ち
を
つ

く
る
な
ど
、
美
し
く
快
適
な
住
ま
い
の

ま
ち
な
み
景
観
を
形
成
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

以
下
の
要
領
で
市
民
生
活
に
関
連
の

深
い
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会

社
や
お
店
の
宣
伝
に
ご
利
用
下
さ
い
。

○
応
募
資
格　

市
内
ま
た
は
近
隣
市
に

事
業
所
を
有
す
る
事
業
主
（
掲
載
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
事
業
主
の
方
が
優
先

さ
れ
ま
す
）

○
申
込
締
切　

２
月
９
日
（
必
着
）

○
広
告
掲
載
料　

１
回
１
枠
あ
た
り
４

万
円
（
縦　

㎜
×
横　

㎜
）

４２

７３

○
募
集
枠
数　

各
号
３
枠

○
応
募
で
き
な
い
も
の　

①
広
報
紙
の

公
共
性
ま
た
は
品
位
を
損
な
う
お
そ
れ

が
あ
る
も
の
②
公
序
良
俗
に
反
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
も
の
③
風
俗
営
業
等
の
規

制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
第
２
条
に
掲
げ
る
風
俗
営
業
に
関
す

る
も
の
④
政
治
又
は
宗
教
に
関
す
る
も

の
⑤
個
人
、
団
体
の
意
見
広
告
を
内
容

と
す
る
も
の
⑥
法
令
の
規
定
に
違
反
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
⑦
そ
の
他
市
長

が
掲
載
す
る
広
告
と
し
て
適
当
で
な
い

と
認
め
た
も
の
等
で
す
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
、
募
集
案
内
等
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
広
報
広
聴
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

広
報
広
聴
課
11
７
２
４
・
２
１
０
１

青年海外協力隊に

市内にお住まいの

村田さんと古宇田さん

第　

回
東
京
都
乳
牛
共
進
会　

26

　

町
田
の
畜
産
農
家
が

　

農
林
水
産
大
臣
賞
な
ど
受
賞

三
輪
緑
山
管
理
組
合
が

住
ま
い
の
ま
ち
な
み
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
　

国
土
交
通
大
臣
賞
受
賞

非アルコール性

脂肪性肝障害

（ＮＡＳＨ）について

村田あさみさん

古宇田亜由美さん

受賞者の皆さんと石阪市長

三輪緑山管理組合の皆さんと石阪市長

広報まちだ

４月１日号から　　

　２００８年３月２１日号の

掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲載載載載載載載載載載載載載載載広広広広広広広広広広広広広広広告告告告告告告告告告告告告告告募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集

分析試験結果

今
回
は
「
キ
ャ
ベ
ツ
」
で
す

残
留
農
薬
検
査
の

結
果
に
つ
い
て

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

□問 消費生活センター11７２５・８８０５


